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幕
末
が
「
勤

王
攘
夷
」
だ
っ

た
よ
う
に
、
第

二
次
大
戦
後
は

「
民
主
主
義
」
が
「
お
題

目
」
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
怪
し
気
な

「
米
流
民
主
主
義
」
を
世
界

中
に
植
え
つ
け
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
日
本
で
は
政
治
経

済
な
ど
の
矛
盾
が
蓄
積
し
古

い
革
袋
の
よ
う
に
取
り
替
え

や
改
革
の
必
要
性
が
説
か
れ

だ
し
て
、
こ
の
「
お
題
目
」

が
揺
る
ぎ
つ
つ
あ
る
。

　

「
民
主
主
義
」
は
永
遠
の

真
理
で
も
な
け
れ
ば
、
完
璧

な
「
お
題
目
」
で
も
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
原
住
民
た
ち
が

能
率
的
な
武
力
集
団
で
あ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
住
者

に
滅
ぼ
さ
れ
た
理
由
の
一
つ

に
、
原
住
民
各
部
族
が
非
能

率
的
な
民
主
主
義
的
合
議
で

運
営
さ
れ
て
い
た
事
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

あ
ま
り
賢
く
も
な
い
人
類

の
セ
カ
ン
ド
チ
ョ
イ
ス
に
過

ぎ
な
い
「
民
主
主
義
」
は
、

常
に
老
朽
化
の
危
機
に
晒
さ

れ
、
活
性
を
保
つ
に
は
不
断

の
努
力
を
要
す
る
。
も
と
も

と
、
金
も
時
間
も
か
か
る
非

能
率
的
な
や
り
方
で
あ
る
。

だ
が
高
速
で
は
な
い
が
、
ブ

レ
ー
キ
が
堅
牢
で
最
も
安
全

な
手
段
と
し
て
支
持
さ
れ
活

用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）
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費
税
は
生
存
権
を
侵
害

署
名
へ
の
期
待
広
が
る

貯
蓄
に
回
る
所
得
に
課
税
を

　

新
福
祉
国
家
を
支
え
る
財

源
を
い
か
に
し
て
確
保
す
る

か
、
こ
こ
で
は
社
会
保
障
の

財
源
に
絞
っ
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。
社
会
保
障

で
は
、
ど
こ
で
も
、
そ
の
財

源
に
は
税
金
と
社
会
保
険
料

の
二
つ
が
充
て
ら
れ
て
い

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

最
低
生
活
費
非
課
税
の
原
則

が
第
一
の
租
税
原
則
に
な

る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
存
権
を

保
障
す
る
た
め
に
必
要
な
社

会
保
障
財
源
を
、
他
な
ら
ぬ

生
存
権
を
侵
害
す
る
税
制
に

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」

が
５
万
筆
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
請
願
署

名
」（
患
者
署
名
）
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い

る
。
署
名
が
連
日
、
郵
送
で
届
き
、
協
会
集
約

分
だ
け
で
６
千
筆
に
迫
っ
て
い
る
。
署
名
は
協

会
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
50
超
の
団
体
・
個

人
が
協
力
に
応
じ
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

民
講
座
「
ク
イ
ズ
で
語
る
お

も
し
ろ
食
育
最
前
線
」
を
10

月
20
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
く
。
講
師
は
、
歯
の
ふ
し

ぎ
博
物
館
館
長
で
元
岡
山
大

学
病
院
小
児
歯
科
学
講
師
の

岡
崎
好
秀
氏
が
務
め
る
。
参

加
無
料
。
協
会
は
、
案
内
チ

ラ
シ
を
今
号
に
同
封
し
、
会

員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
・
患

者
ら
の
多
数
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

署
名
は
、
①
窓
口
負
担
の

大
幅
軽
減
②
保
険
給
付
範
囲

の
拡
大
―
―
を
請
願
項
目

に
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」

の
実
現
を
求
め
て
い
る
。
会

員
か
ら
続
々
と
届
い
て
い
る

ほ
か
、理
事
・
役
員
ら
が
つ
な

が
り
を
生
か
し
て
積
極
的
に

集
め
て
い
る
。９
月
か
ら
は
事

務
局
員
が
会
員
を
訪
問
し
、

さ
ら
な
る
協
力
を
訴
え
る
。

　

協
会
は
目
標
の
５
万
筆
を

早
期
に
実
現
し
よ
う
と
、
ハ

ガ
キ
署
名
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作
成
。
医

院
窓
口
で
の
配
布
や
街
頭
宣

伝
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
拡

大
を
図
る
。

　

日
本
医
療
政
策
機
構
が
７

月
に
発
表
し
た
調
査
で
は
、

約
７
割
が
「
深
刻
な
病
気
に

か
か
っ
た
と
き
に
医
療
費
を

払
え
な
い
」
と
不
安
を
感
じ

て
い
る
と
し
、
４
人
に
一
人

が
１
年
以
内
に
経
済
的
な
理

由
で
医
療
を
控
え
た
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
た
。
政
府
が

高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
引
き

上
げ
を
進
め
る
な
か
、
負
担

軽
減
は
国
民
の
切
実
な
願
い

に
な
っ
て
い
る
。

　

署
名
は
大
阪
で
５
万
筆
、

全
国
で
50
万
筆
を
目
標
に
、

10
月
27
日
の
全
国
歯
科
決
起

集
会
で
集
約
す
る
。
協
会

は
、
会
員
の
積
極
的
な
協
力

を
訴
え
て
い
る
。

　

署
名
用
紙
の
追
加
や
署
名

入
り
ポ
ケ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ
シ

ュ
が
必
要
な
方
は
、
協
会
事

務
局
（
☎
06
―
６
５
６
８
―

７
７
３
１
）
ま
で
。

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

２
日
、
山
上
紘
志
地
区
責
任

者
が
堺
市
本
庁
に
竹
山
市
長

（
写
真
左
）を
訪
ね
、
現
市
政

継
続
の
支
持
・
推
薦
に
至
っ

た
こ
と
を
報
告
し
た
。ま
た
、

子
ど
も
医
療
費
や
国
保
料
改

善
な
ど
へ
の
評
価
と
、
い
っ

そ
う
の
努
力
を
要
請
し
た
。

　

市
長
は
支
持
決
議
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、「
維
新
の

会
」
が
４
年
前
の
市
長
選
を

引
き
合
い
に
「
裏
切
り
者
」

な
ど
と
誹
謗
中
傷
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、「
当
時
は
大

阪
都
構
想
も
、
維
新
の
会
も

な
か
っ
た
は
ず
。
本
当
に
彼

（
橋
下
氏
）
は
口
の
天
才
」

と
糾
弾
し
た
。

　

一
方
、
１
０
０
回
を
超
え

た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

振
り
返
り
、「
徐
々
に
市
民

は
、（
維
新
が
）
お
か
し
な

こ
と
を
言
い
出
し
て
い
る
な

と
、
気
付
き
始
め
て
い
る
」

「
ぜ
ひ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
場
で
都
市
を
守
り
発
展

さ
せ
る
機
運
を
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
み
ん
な
バ
ラ
バ

ラ
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、「
今
回
の
市
長

選
は
、
自
由
と
自
治
の
都
市

・
堺
を
廃
止
さ
せ
な
い
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
の
歴
史
都

市
を
守
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
で
人
類
史
的
な
意
味
を
持

つ
」
と
い
う
、
森
裕
之
・
立

命
館
大
学
教
授
の
論
考
を
引

用
し
な
が
ら
、
竹
山
氏
再
選

の
た
め
奮
闘
す
る
こ
と
を
伝

え
、
同
氏
を
激
励
し
た
。

 

（
４
面
に
関
連
記
事
）

　

歯
科
医
師
や
患
者
ら
で
つ

く
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
を
大
阪
連
絡
会
」
は
、
市

　

消
費
税
は
、
人
々
の
日
常

生
活
に
不
可
欠
な
財
・
サ
ー

ビ
ス
の
消
費
を
対
象
に
し
た

税
金
で
あ
り
、
生
存
そ
の
も

の
を
脅
か
す
。
こ
れ
を
言
い

か
え
る
と
、消
費
税
は
、消
費

に
回
さ
れ
な
い
所
得
に
は
賦

生
活
維
持
に
は
必
要
と
さ
れ

な
い
ゆ
と
り
部
分
の
所
得
を

さ
す
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、社
会
保
障
の
財
源
は
、

こ
の
ゆ
と
り
部
分
の
所
得
に

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
最
低
生
活
費
を

る
。企

業
の
負
担

　

こ
う
し
た
税
源
の
ほ
か

に
、
い
ま
一
つ
、
社
会
保
障

に
は
社
会
保
険
料
の
財
源
が

あ
る
。
特
に
日
本
の
場
合
に

よ
っ
て
調
達
す
る
、
と
い
う

の
は
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ

る
。
社
会
保
障
財
源
に
消
費

税
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
決
定

的
な
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

財
源
の
基
本

課
し
な
い
税
金
で
あ
る
。
消

費
さ
れ
な
い
所
得
と
は
、
貯

蓄
に
回
る
所
得
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
所
得
は
、
担
税
力

を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
貯
蓄
さ
れ
る
所
得

と
は
、
さ
し
あ
た
り
日
々
の

う
わ
ま
わ
る
所
得
を
総
合
し

て
、
こ
れ
に
累
進
税
制
を
適

用
し
、
さ
ら
に
貯
蓄
の
累
積

で
形
成
さ
れ
た
資
産
に
は
、

別
途
資
産
税
を
賦
課
す
る
。

こ
れ
が
社
会
保
障
財
源
を
確

保
す
る
と
き
の
基
本
と
な

は
、
医
療
・
年
金
等
の
社
会

保
険
料
に
対
す
る
企
業
負
担

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ

て
低
い
水
準
に
あ
る
た
め

に
、
そ
の
強
化
が
必
要
に
な

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
企
業
の

負
担
割
合
が
高
い
の
は
、
保

険
料
を
間
接
賃
金
と
位
置
づ

け
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
社

会
保
障
は
労
働
者
全
体
の
生

活
を
維
持
す
る
た
め
の
制
度

だ
か
ら
、
企
業
が
負
担
す
る

保
険
料
は
、
社
会
保
険
を
媒

介
に
し
た
間
接
賃
金
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
社
会

保
険
の
と
ら
え
方
か
ら
企
業

負
担
が
強
化
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
日
本
も
こ
の
経
験

に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
つ
づ
く
）

る
。

　

そ
こ
で
ま

ず
、
社
会
保
障

に
充
当
さ
れ
る

税
金
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

推
薦
決
定
を
報
告
し
、激
励

今号に同封しています

ポケット・ティッシュに入れて
協力を呼びかける「保険で良い
歯科」ハガキ署名　　　　　　

希望者は協会事務局まで

税
務
調
査
対
策
テ
キ
ス
ト

竹山市長と懇談

連
日
届
き
６
千
筆
に
迫
る

10
月
20
日
に
市
民
講
座

岡
崎
好
秀
氏
が
語
る
「
食
育
」

「保険で良い歯科医療」「保険で良い歯科医療」

堺
市
長
選

今
号
同
封
の
案
内
チ
ラ
シ


